
 
                              2021年度学校評価書                 2022年3月7日 
                                                           学校法人 昭和学園 昭和幼稚園園長 橋田匡邦 
                                                  学校法人 昭和学園 昭和幼稚園 学校評価委員会 代表 居石真澄 

１． 幼稚園の教育目標および本年度の重点目標 
集団生活の初めての場として、幼児の健やかな心身及び社会的な成長を促すことを目標としています。そのためには幼児期の特徴を踏まえ、感覚を豊かにして、感覚を通して、周囲の人

間関係、環境に関わっていく生活がなされるように配慮した幼児教育を目指しています。 
２． 自己評価結果及び学校関係者評価   

評価項目 自  己  評  価 学校関係者評価委員会 
よい 普通 不十分 状  況 園としての改善策 評価点 意見 

 

①保育の計画

性 

教育理念の理解 11% 67% 22% 園の方針を確認して子ども達と一緒に楽しさを共有

していこうと考え取り組んできた。環境や教材の特質

を考慮して子ども達の経験を拡大し、また深くするよ

うに取り組んできた。 

子ども特性を踏まえ、環境

や教材の特質をもっと掘

り下げて研究することが

求められる。 

 

よい 

それぞれの子のペース、能力、発達段階に合わ

せながらも、常に皆が一緒に同じものを共有し

楽しめるカリキュラムが考えられていた。 

 

指導計画 67% 33%  0% 

環境の構成 27% 60% 13% 

評価・反省 34% 33% 33% 

②保育のあり

方、幼児への対

応 

健康と安全への配慮 56% 44%  0% コロナ禍の影響があり、関わり合い方が難しかった。 

通園方法がバス通園から、保護者が園まで送迎するこ

とになって、子どもとの親密度が増した。 

全体への視点の配慮を基

に、個々の子供の把握に勤

める。 

 

よい 

その子の個性を絶対に否定することなく、最大

限に評価してくれたおかげで子ども達は笑顔

で伸び伸びと過ごしていた。 

子どもの理解 33% 67% 0% 

指導者のあり方 62% 38% 0% 

③教師として資

質、能力、適正等 

保育者としての良識 56% 44%  0% 教員が一つのチームであることを全体が意識してい

る。お互いに伝えあうには個人差がある。 

経験歴に関わらず伝え

合う雰囲気作り。 

よい アットホームさ、チームワークの良さが素晴ら

しく、そのため保育の質も更に高まっていた。 組織の一員でのあり方 58% 38%  4% 

④保護者への対応 54% 46%  0% 保護者が園まで送迎することになって、今まで以上に

子どもの様子を伝えることができた。 

丁寧な対応を心掛け、信頼

関係を構築していく。 

よい 送迎の際にその日の様子を、また学期末でその

間の成長の様子を詳しく報告してくれた。 

⑤地域の自然や社会との関わり 12% 44% 44% 地域の公園や店等に行く園外保育を多く取り入れた。 地域の状況を知る。 ふつう これまでの園外保育以外の方法を考える。 

⑥研修と研究 0% 56% 44% バス乗務がなくなったから教材等の検討が充実した。 園内研修機の充実。 ふつう 新しい保育の仕方、取り組みに期待する。 

３． 学校関係者評価委員会からの総合的な意見   
 少ない園児数というメリットを最大限に活かし、アットホームできめ細かな保育を日々行なってくれました。 
 個々に応じた適切な対応、声かけ、環境づくりにより、全園児が毎日の園生活を心から楽しんでいる様子でした。 

４．今後に向けての園の取り組むべき課題 
    園内研修（活動内容について、幼児や家庭について、等）。安全管理の研修、技能の習得。 


